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PICK UP 情報
市民のみなさんにお知らせしたい情報を拡大して掲載しています。

【問合わせ】生活援護課　☎ 84-0655

安全・安心で誰 1人取り残さない
まち “半田市 ”の実現に向けて

保護司の活動を紹介します

▲更生保護

　毎日のように事件・犯罪のニュースがテレビなどで報道されていますが、安全・安心な暮らし
は、わたしたち市民の望みです。犯罪や非行をなくすためには、取締りを強化して罪を犯した人を
処罰することも必要ですが、立ち直ろうと決意した人を社会で受け入れたり、犯罪や非行をする人
を生み出さない家庭や地域づくりも、とても大切なことです。犯罪や非行のない地域をつくるために、
保護司はその一端を担っています。

　社会復帰からの立ち直りを支援する更生保護ボランティアの 1 つに
「保護司」がいます。保護司は、犯罪や非行により「保護観察」を受
けることになった人の生活を見守り、さまざまな相談に乗ったり、指
導をしています。

　半田更生保護サポートセンターでは、犯罪や非行をした
人の立ち直りの支援や相談を行っています。お困りの方は
ぜひご連絡ください。

半田更生保護サポートセンター（市役所2 階）　
平日10時～ 16時　☎ 84‒0683

　窃盗事件で少年院に入所している A さんの担当となりました。
　A さんの社会復帰を支援するため、A さんの家族と定期的な面談を行い、今抱えている不安や心
配事についての相談を受けることで、A さんを受け入れる環境づくりを進めました。その後、A さ
んが少年院を仮退院し、元の生活に戻ってからは、規則正しい生活をして家族との関係も問題なく
過ごしていました。
　しかし、仮退院の半年後、A さんの帰宅がたびたび遅くなることがありました。A さんにその理
由を尋ねたところ、A さんは、自分の努力が家族に伝わらず、喧嘩をしてしまい家に帰りづらいと
言いました。
　その話を聞いた私は、A さんと家族を交えて、話し合いを行いました。話し合いでは、自分のこ
とをもっと信頼して欲しい A さんの気持ち、A さんのことを心配している家族の気持ちなど、お互
いが話し合うことで、それぞれが抱えていた思いを理解し、こじれていた関係も改善することがで
きました。
　A さんはこの先、さまざまな場面で過去の過ちが原因となり、誤解を受けることがあるかもしれ
ません。これからも地域の誰もが生きやすい社会を目指して保護司としての活動を続けていきます。

保護司の活動事例

保護司って
ご存じ

ですか？

https://www.city.handa.lg.jp/kenko/fukushi/kousei/index.html

